


．目標に向かっーて頑張るぞ 

でとづ 平成16年度 

山中敬太さん 

新
成
人
百
六
十
四
人
の
う
ち
、
 

百
十
一
人
が
出
席
し
、
『成
人

を
祝
う
会
」
が
八
月
十
五
日
、
 

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
 

式
典
で
鳴
海
町
長
が

「チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
、
責
任

と
自
覚
を
も
っ
て
行
動
し
て
ほ

し
い
。」
 
と
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
贈
っ
た
。
中
谷
秀
八
町
議
会

議
長
は
 
「知
性
を
磨
き
、
体
を

鍛
え
、
日
本
、
世
界
に
貢
献
し

て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
 

矛

米
 

成
人
代
表
の
山
中
敬
太
さ
ん

が

「多
く
の
知
識
を
身
に
付
け
、
 

地
域
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
た

い
。」
と
謝
辞
を
述
べ
、
二
十

歳
の
主
張
で
中
谷
香
織
さ
ん
が
 

「今
日
の
こ
の
思
い
を
大
切
に

し
、
新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
」
と
決
意
を
話

し
た
。
 

そ
の
後
、
新
成
人

の
金
木

中
・
金
木
南
中
時
代
の
先
生
か

ら
、
思
い
出
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ

り
、
出
席
者
か
ら
笑
い
声
が
あ

が
り
、
津
軽
三
味
線
記
念
演
奏

で
は
『
繊
細
な
旋
律
』
に
新
成

人
た
ち
は
聞
き
入
っ
て
い
た
。
 

式
典
終
了
後
、
浴
衣
や
フ
ォ
 

ー
マ
ル
、
ス
ー
ッ
姿
の
新
成
人

は
、
軽
食
が
並
べ
ら
れ
た
テ

ー
 

ブ
ル
を
囲
み
、
久
し
ぶ
り
に
会

っ
た
友
達
や
先
生
た
ち
と
中
学

校
時
代
の
思
い
出
や
お
互
い
の

近
況
報
告
、
将
来
の
夢
な
ど
に

花
を
咲
か
せ
、
楽
し
く
歓
談
を

し
て
い
た
。
 

ま
た
、
携
帯
電
話
で
記
念
写

真
や
メ
ー
ル
交
換
な
ど
に
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。
 

ン
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中谷香織さん 
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嘉瀬商業会主催

会長 斉藤昌男 I 

×
 

八
月
二
十
一
日
、

津
軽
三

味
線
会
館
屋
外

ス
テ
ー
ジ
で

残
暑
匠
祭
り
叫
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が
行
わ
れ
、
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
内
容
で
会
場
は

大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
た
。
 

ヤ
ン
グ
カ
ラ
ォ
ケ
紅
白
歌

バ
ト
ル
出
場
者
は
、

思
い
思

い
の
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
を
身
に

着
け
、
歌
と
踊
り
を
披
露
す

る
人
、
素
晴
ら
し

い
歌
唱
力

で
観
衆
を
魅
了
さ
せ
た
夫
婦

や
高
校
生
グ

ル
ー
プ
な
ど
で

ス
テ
ー
ジ
と
会
場

の
ボ
ル
テ
 

ー
ジ
は
上
昇
気
分
。
 

『若
だ
ん
な
M
o
N
O
で
 

P
R

ー
』
コ
ー
ナ
ー
で
抽
選

に
よ
る
商
品
プ
レ

ゼ
ン
ト
や

ブ
レ
イ
ク
ダ

ン
ス
を
披
露
し

た
『
荒
馬
』
な
ど
ヤ
ン
グ
パ

ワ
ー
の
結
集
が
残
暑
の
夏
の

夜
を
熱
く
し
て
い
た
。
 

ま
た
、
ビ
ン
ゴ
大
会
で
折

り
た
た
み
自
転
車
や
電
動
ミ
 

ニ
バ
イ
ク
な
ど
を
ゲ
ッ
ト
す

る
人
た
ち
で
会
場
は
興
奮
状

態
で
し
た
。
 

二
十
四
時
間
テ
レ
ビ

『愛

は
地
球
を
救
う
』
協
賛
募
金
は
、
 

翌
日
、
婦
人
自
転
車
に
『

の

ぼ
り
』
と
荷
台
に

『募
金
箱
』
 

を
取
り
付
け
、
 
一
路
青
森
市

の
サ
ン
ロ
ー
ド
を
目
指
し
て
、
 

，‘」：ご熱にジョ喜 

雲
加
 馬
』
 

行醜～す。 

嚇
 

金木町活性化推進委員会

委員長 黒沼 剛 I 

ビンゴ大会で 
折りたたみ自転車 
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届

て
 

最
高
年
齢
の
土
岐
さ
ん

万
」
 

  

ア
5
ン
。
 

  

頑
張
る
ョ
H
】
 

  

盆
踊
り
 

   

ハ
月
十
九
日
 

台
風
十
五
号
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
た
初
日
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
嘉
瀬
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
消
防
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
歌
謡
シ
ョ
ー
に
は
、
高
校
生
か

ら
最
高
年
齢
八
十
六
歳
の
方
な
ど
、
の

ど
自
慢
二
十
人
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
四

団
体
が
出
場
し
、
す
ば
ら
し
い
歌
唱
力

と
創
作
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

今
年
で
十
一
回
目
を
数
え
る
こ
の
祭

り
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
地
元
の

人
た
ち
は
、
ビ
ー
ル
と
焼
き
鳥
、
お
で
 
 

ん
な
ど
を
食
し
な
が
ら
、
お
目
当
て
の

人
が
歌
う
と
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い

た
。
 

ま
た
、
鳴
海
町
長
が
飛
び
入
り
参
加

で
『
あ
あ
青
森
」
を
熱
唱
し
、
観
衆
か

ら
盛
大
な
拍
手
を
浴
び
て
い
た
。
 

ハ
月
二
十
日
 

送
り
盆
の
こ
の
日
、
消
防
セ
ン
タ

ー
 

特
設
広
場
で
仮
装
盆
踊
り
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

盆
踊
り
に
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
広

場
中
央
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
や
ぐ
ら
を
囲

み
、
個
性
豊
か
な
衣
装
で
、
次
々
に
流

れ
る
曲
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
 

広
場
内
で
は
、
金
魚
す
く
い
と
く
じ

コ
ー
ナ
ー
が
子
供
た
ち
に
好
評
で
何
度

も
挑
戦
し
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。
 

ま
た
、
焼
き
鳥
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や

お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
 

品
切
れ
の
出
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
と
て

も
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
 

瀬
っ
 

嘉
は
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▽
一
位

▽
二
位
 

▽
三
位
 

大
佐
賀
 
翼
 

斉
藤
 
祐
哉
 

秋
谷
 
浩
平
 

（
金
 
木）
 

（
金
 
木
）
 

（
金
 木
）
 

▽
一
位

▽
二
位
 

▽
三
位
 

山
田
 
奈
美
 

青
山
奈
甫
美
 

小
山
内
美
穂
 

▽
一
位

▽
二
位
 

▽
三
位
 

今
 
恵
梨
奈

（
金木
南
）
 

今
 
真
梨
奈

（
金木
南
）
 

三
上
 
桃
子
（
金
 
木
）
 

▽
一
位

▽
二
位
 

▽
三
位
 

長
内
 

平
川
 

角
田
 

大
生

（
金
木南
）
 

大
介

（
金木
南
）
 

大
地
（
金
 
木
）
 

▽
一
位

▽
二
位
 

▽
三
位
 

今
 
太

壱
（
金
木
南
）
 

工
藤
 
義
宗
（
金
 
木
）
 

原
旧
 
周
（
金
木

南
）
 

位 

▽

一
 

陸
 

上
 

第
二
十
六
回
金
木
町
総
合
体
育

大
会
陸
上
競
技
大
会
が
八
月
二
十

九
日
、
金
木
中
学
校
陸
上
競
技
場

で
開
催
し
た
。
 

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
選

手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
す
べ
く
、
十
一
種
目
の
競

技
に
力
強
さ
を
見
せ
て
い
た
。
 

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

第
二
十
六
回
金
木
町
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
記
録
表
 

中
女
一
年
一
〇
〇

m
一
 

▽
一
什
 
小
松
 
千
恵
（
金
木
南
）
 

中
女
二
年
一
〇
〇

m
一
 

中
女
共
通
八
〇
〇

m
一
 

中
女
共
通
一
五
〇
〇

m
一
 

▽
一
位
 
今
 
あ
つ
み
（
金
木
南
）
 

▽
二
位
 
今
 
あ
ゆ
み
（
金
木
南
）
 

▽
三
位
 
今
 
千

鶴
（
金
木
南
）
 

中
女
四
×
一
〇
〇
m
R
一
 

▽
一
位
 
今
 
真
梨
奈

（
金
木南
）
 

今
 
恵
梨
奈

（
金
木南
）
 

今
 
あ
ゆ
み
（
金
木
南
）
 

今
 
あ
つ
み
（
金
木
南
）
 

▽
二
位
 
小
山
内
美
穂
（
金
 
木
）
 

▽
二
位
 
山
田
 
奈
美
 

安
田
 
望
美

青
山
奈
甫
美
 

中
男
一
年
一
〇
〇

m
 
一
 

中
男
二
年
一
〇
〇

m
一
 

中
田R
l
l
一
年
一
〇
〇
m
一
 

▽
二
位

▽
三
位
 

中
男
共
通
八
〇
〇

m
一
 

木
）
 

木
）
 

木
）
 

「．岩神
藤城 

健
太

潤
哉
 

淳
 

（
金
 

（
金
 

（
金
 

中
男
共
通
三
〇
〇
〇

m
一
 

▽
一
位

▽
二
位
 

▽
三
位
 

中
男
四
×
一
〇
〇
m
R
一
 

▽
一
位
 
大
佐
賀
 
翼
（
金
木
A
)
 

岩
城
 
潤
哉

（
金木
A
)
 

野
宮
 
翻
太

（
金木
A
)
 

工
藤
 
淳

（
金木
A
)
 

▽
二
位
 
山
崎
 
拓
也

（
金
木B
)
 

神
 
健
太

（
金木
B
)
 

洋
田
 
俊
輔
（
金
木
B
)
 

工
藤
 
義
宗
（
金
木
B
)
 

▽
三
位
 
長
内
 
大
生
（
金
木
南
）
 

平
川
 
大
介

（
金木
南
）
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選
手
宣
誓【
 

原
田
 
周

く
ん
（
金木
南
中
）
 

小学校女子共通800 m 

小学校 6 年女子lOOm 

小学校 4 年男子lOOm 

ス
ボ
ー
ツハ
イ
ラ
イ
ト
 

福梶白
士浦川 

幸
多
 

陽
平
 

大
志
 
金金金

木木木 

▽
三
位
 
今
 
太

壱
（
金
木
南
）
 

原
田
 

周
（
金
木
南
）
 

一
般
男
子
三
〇
〇
〇

m
一
 

▽
一
位
 
斎
藤
 
彬
宏

▽
二
位
 
棟
方
 
美
暢
 

中学校男子10Gm 
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県
民
体
育
 

ボ
ウ
リ
ン
グ
 

第
五
十
九
回
市
町
村
対
抗
青
森

県
民
体
育
大
会
が
八
月
十
五
日
、
 

二
十

一
日
、
二
十
二
日
の
日
程
で

黒
石
市
を
主
会
場
に
開
催
し
た
。
 

八
種
目
の
競
技
に
参
加
し
た
選

手
た
ち
の
活
躍
は
す
ば
ら
し
く
、
 

近
年
に
な
い
良
い
成
績
を
残
し
た
。
 

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
第
三
位

◆
相
 
撲
 
団
 
体
 
第

三
位

◆
テ
 
ニ
 ス
 
団
体
 
第

三
位

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
団
体
 
第

三
位
 

総
合
第
「
圧

◆
陸
 
上
 

四
×
一
〇
〇
m
リ
レ
ー
第
四
位

▽
走
り
幅
跳
び
 

第
三
位
 
白
川
 
嗣
晃
 

▽
一
一百

m
女
子
 

第
四
位
 
長
内
美
粧
子
 

▽
走
幅
跳
び
女
子
 

第
六
位
 
桜
庭
 
望
 

柔
 
道
 

第
十
九
回
青
森
県
少
年
学
年
別

柔
道
選
手
権
大
会
が
八
月
二
十
九

日
、
青
い
森
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
、
女
子
四
年
の
部
で
川
嶋
沙
耶

佳
さ
ん

（
金木
小
四
年
）
と
女
子

五
年
の
部
で
田
中
千
智
さ
ん

（
嘉

瀬
小
五
年
）
が
優
勝
し
、
そ
れ
ぞ

れ
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
男
子
四
年
の
部
で
原
田

翻
夢
く
ん

（
金
木小
）
に
敢
闘
賞
 
 

が
贈
ら
れ
た
。
三
人
と
も
金
木
柔

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
で
 
「こ

れ
か
ら
も
柔
道
を
続
け
て
、
将
来

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
り
た

い
。」
と
話
し
て
い
た
。
 

'
 

、
 

i 

将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
 

県
民
駅
伝
 

第
十
二
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走

大
会
が
九
月
五
日
、
青
森
市
で
開

催
さ
れ
、
町
の
部
二
十
四
位
、
総

合
三
十
九
位
と
大
躍
進
し
た
。
 

今
回
は
、
若
手
中
心
の
チ
ー
ム

で
積
極
果
敢
に
挑
み
、
三
区
の
原

田
和
幸
選
手
と
四
区
の
生
玉
顕
選

手
の
二
人
で
二
十
人
の
ゴ
ボ
ウ
抜

き
を
演
じ
、
大
会
関
係
者
な
ど
を
 
 

驚
か
せ
て
い
た
。
 

◆
出
場
選
手
名
 

▽
第
一
区
 
斉
藤
 
彬
宏
 

（五
所
工

高
一
一年
）
 

▽
第
二
区
 
梶
浦
 
陽
平
 

（
金
木
中

一
一年
）
 

▽
第
三
区
 
原
田
 
和
幸
 

（
陸上
自
衛
隊
弘
前
）
 

▽
第
四
区
 
生
玉
 
顕
 

（平
成
国
際
大
三
年
）
 

▽
第
五
区
 
今
 
あ
つ
み
 

（
金
木
南
中

一
一年
）
 

▽
第
六
区
 
棟
方
 
美
暢
 

（
陸上
自
衛
隊
弘
前
）
 

▽
第
七
区
 
三
上
 
桃
子
 

（
金
木
中
一

年
）
 

▽
第
八
区
 
白
川
 
幸
多
 

（
金
木
中
三

年
）
 

ゴ
ボ
ウ
抜
き
を
演
じ
た
ニ
人
 

馴
 
首
】
 

か
山
ハ
 

』
韮
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十
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
る

埼
玉
国
体
剣
道
少
年
の
部
に
金
木

中
出
身
の
逢
坂
和
志
君
（
五
所

一

高
二
年
）
が
出
場
し
ま
す
。
 

逢
坂
く
ん
は
高
校
総
体
で
個
人

三
位
の
成
績
が
認
め
ら
れ
、
八
月

二
十
七
日
、
岩
手
県
二
戸
市
で
開

催
さ
れ
た
東
北
ミ
ニ
国
体
剣
道
競

技
、
青
森
少
年
団
体
の
部
に
出
場

し
、
見
事
準
優
勝
し
、
国
体
出
場

の
切
符
を
手
中
に
し
ま
し
た
。
 

幼
少
の
頃
か
ら
剣
道
を
習
い
、
 

中
体
連
優
勝
、
東
北
大
会
出
場
な

ど
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
い
る

逢
坂
く
ん
は
 
「初
の
国
体
出
場
、
 

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。
 


